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Ⅰ 幼小ジョイントプロジェクトとは 

 
幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期であり、義務教育及びその後

の教育の基礎となるものです。「栃木県教育振興基本計画 2020 －教育ビジョンとちぎ－」

においては、「幼児教育の充実」を基本施策の一つとして掲げ、その主な取組として「幼

児教育と小学校教育の連携の深化・拡充」が示されています。その中に、「市町の教育委

員会や保育主管課等との連携を密にし、市町の現状に即した取組を支援し、その成果を県

全体に発信する」とあります。 
これを受け、幼小ジョイントプロジェクトでは、県内１市町を指定し、年間５日の計画

で市町教育委員会や保育主管課と協力して、大学教授等の助言の下、市町の幼小連携を推

進します。幼児期から児童期にわたり子どもの発達や学びの連続性が確保できるよう、幼

稚園・保育所・こども園・小学校等の教職員が合同で保育・授業を参観し、協議し合うこ

とで、教職員の「子ども観」「教育観」の相互理解を深め、教育・保育の質の向上を図る

ことを目的としています。 

 
平成２９年度は、宇都宮市で実施しました。子どもの交流活動に実績のある市内の１保

育所、１こども園、１小学校を市のモデルとし、連携・接続をより深めていく内容としま

した。第１回の趣旨説明会後、市教育委員会担当者が各園・校の担当者を集め、それぞれ

の教育観や教育課題を出し合い、「協同性」という幼小をつなぐ共通のテーマを決めまし

た。このテーマの下、保育・授業や交流活動をお互いに公開し、その参観を基に協議を重

ねました。「協同性」のテーマから見えてくる保育所の持つ「子ども観」と、こども園の

持つ「子ども観」と、小学校の持つ「子ども観」を活発に意見交換し、それぞれの時期に

大切にするべきことを共有化してきました。 
 
  本資料では、宇都宮市の実践と成果を紹介します。各市町や地域における幼小連携推進

の参考にしていただければ幸いです。 
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 Ⅱ 平成２９年度幼小ジョイントプロジェクトの実際 

１ 概要 

回 日・会場 内   容 

第１回  
 

 

 

 

５／30（火） 

 

五代小学校 

 

 

〈 趣旨説明会 〉 

１ 挨拶          県総合教育センター幼児教育部長 森田 浩子 
２ プロジェクト参加者自己紹介 

３ 趣旨説明     県総合教育センター幼児教育部指導主事 黒川 貴広 

４ 講話「幼小ジョイントプロジェクトに向けて」 

             宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳   宏 
５ 今後の日程調整等 

第２回  
 

 

 

 

 

７／４（火） 

 

認定すずめ 
こども園 

 

 

 〈 保育公開 〉 

１ 年長「マーチング～友達と共通の目標を持ち、励まし合いながら～」 

２ 協議 

（１）本日の保育について   認定すずめこども園保育教諭 坪井 悦子 

 （２）全体協議 

 （３）指導助言     宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳  宏 

第３回  
 

 

 

 

 

８／３（木） 

 

北雀宮保育園 

 

 

 

〈 保育公開 〉 

１ 年長「プール遊び・水遊び～意見を出したり、協力したりしながら～」 

２ 協議 

 （１）本日の保育について   宇都宮市北雀宮保育園保育士 石川 陽子 
                              薄井 元美 

 （２）グループ協議 
（３）指導助言     宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳  宏 

第４回  
 

 

 

 

 

11／27（月） 

 

五代小学校 

 

 

 〈 授業公開 〉 

１ 第１学年生活科「あきとあそぼう」 

２ 協議 

（１）本日の授業について    宇都宮市立五代小学校教諭 及川 貴也 
（２）グループ協議 

（３）指導助言     宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳  宏 

第５回  
 

 

 

 

 

 

１／17（水） 

 

五代小学校 

 

 〈 交流活動 〉 

１ 年長・第１学年・第２学年「年長さんを迎える会」「小学校に行こう」 

２ 協議 

 （１）挨拶        県総合教育センター幼児教育部長 森田 浩子 
（２）本日の交流活動について  宇都宮市立五代小学校教諭 福田真理子 

認定すずめこども園保育教諭 坪井 悦子 
宇都宮市北雀宮保育園保育士 石川 陽子 

（３）グループ協議 
（４）指導助言      宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳  宏 
（５）ジョイントプロジェクトを振り返って 
                宇都宮市立五代小学校教諭 福田真理子 

認定すずめこども園保育教諭 檜山 成美 
宇都宮市北雀宮保育園保育士 薄井 元美 

（６）今後に向けて  
宇都宮市教育委員会学校教育課副主幹･指導主事 吉田  晋 
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２ 実際 

 

第１回：趣旨説明会（平成２９年５月３０日） 

 事業の趣旨や連携の意義について、説明や講話を行った。その後、今後の事業日程につい

て、調整を図った。 

 

○趣旨説明           県総合教育センター幼児教育部指導主事 黒川 貴広 

 

 

   

 

 

 

○講話「幼小ジョイントプロジェクトに向けて」 

          宇都宮大学大学院教育学研究科教授 青柳 宏 

【クラスのまとまりとは】 

スクールカウンセラーとして、低学年のクラスを見ることがある。  
出歩く子。まとまらないクラス。「子どもたちも苦しいのだろうな」

と思う。力で子どもに言うことを聞かせるのではなく、一人一人が言

おうとしていることに気付くこと。それによってつながりが生まれ

出す。山﨑隆夫「希望を生み出す教室（旬報社、2009）」では、国語の題材「ふきのとう」

の中のたった１文でずいぶんと豊かなやり取りがなされている。子どもの主体性、自発性

が十分に発揮され、クラスがつながっていっている。 
【幼稚園・保育所・こども園での体験を授業に生かす】 

  子ども自身による自然や他者との「対話」を通して、しなやかに物事を受け入れ、新た

な自己を作り出していく力を幼稚園・保育所等で身に付けてきている。その柔軟性や修復

力などを硬直化させないように、幼稚園・保育所等での体験を小学校の授業でも生かして

ほしい。具体的には「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をつなぐこと。 
また、一人一人の個性（困難も含めて）をしっかりと受け止めて、見取って、それをど

うしていくのかをよく考えること。そこに希望が生まれる。幼小連携は、日本の学びの質

を変えていく起爆力を持っている。 

 入学すると生活環境が変

わり、１年生は、戸惑いを

感じることがあります。 

 本当はできるのに、自分

の力を発揮できないことも

あります。 

 この事業の目的はズバリ

これです！ 
 公開保育・授業、交流活

動を基に協議を重ね、今ま

での連携をさらに一歩進め

ましょう。 

 幼・保・こ・小が一緒に

なって、宇都宮市の教育を

進めていきましょう。 

第１回 

 幼児期から児童期へ円滑な

接続が図れるよう宇都宮市を

バックアップします。 

 この事業の趣旨や目的等

を伝えました。 
 宇都宮市には、幼稚園・

保育所・こども園が121園、

小学校が68校あります。 

http://www.utsunomiya-u.ac.jp/scholarlist/education_m/aoyagi_hiroshi.php
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テーマ設定（平成２９年６月１日） 

 趣旨説明会を受け、宇都宮市教育委員会の担当者が、認定すずめこども園、北雀宮保育園、

五代小学校の担当者と日程調整を行い、各園・校から２～３名ずつの教職員でテーマ設定の

場を持った。テーマ設定に当たっては、市の施策方針を参考にしつつ、各園・校の重点課題

や年長、第１学年の子どもの姿や目指す姿から考えていくことにした。さらに、趣旨説明会

で取り上げた「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」も参考にした。 
 

【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とは】            

平成２９年３月に告示された「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・

保育要領」や「小学校学習指導要領」において、学校段階等間の接続が規定され、幼児教育と小学校

教育の接続のキーワードとして１０項目に示されている。これらの姿を手掛かりに子どもの姿を幼・

保・こ・小で話し合い、共有していくことが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○テーマの決定 

  各園・校それぞれの子どもの姿や目指す姿を挙げていく中で、共通して多く出てきた姿

が、「協同性」に集約されるものであった。そこで「協同性」をキーワードに、さらに詳

細に共有したい姿を詰めていった。話合いの結果、以下のテーマに決定した。 
このテーマを各回の視点とし、１年間一貫した視点で協議を重ねていくことにした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 

 
友達とのかかわりを通して、協同性を育み、充実感をもってやり

遂げるためにこの時期に大切にしたいこと 

ジョイントプロジェクト共通テーマ 

（１）健康な心と体   （２）自立心   （３）協同性    
（４）道徳性・規範意識の芽生え   （５）社会生活との関わり   （６）思考力の芽生え   

（７）自然との関わり・生命尊重   （８）数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚   
（９）言葉による伝え合い   （１０）豊かな感性と表現 

  

 

   友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、 

共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、 

協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。  

（３ ）協同性 

 １０項目のうち、「協同性」に関する話

題が、多く出された。 
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第２回：保育公開 認定すずめこども園（平成２９年７月４日） 
         
               
 

○保育の概要 

  認定すずめこども園５歳児全員で取り組んでいるマーチング活動を通した保育を公開

した。全員が遊戯室に集合した後、パート毎に整列した。全体での練習の前に、毎回パー

ト毎の話合いの場を設け、ねらいの設定や活動の振り返りを行っている。保育者は、でき

るだけ子ども同士の話合いを尊重し見守るようにしている。 
     

 

 

 

 

 

 

 
○保育を参観しての感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○保育を公開しての感想 

 

 

 

 

 
○指導助言（ 宇都宮大学大学院教育学研究科教授  青柳 宏 ） 

・強制的ではない形で規範意識が育まれていた。 

・マーチングを通して育まれている意欲や、自分でやりたいという意思が生活の中に生

かされており、教室においても、前向きな態度や返事、挨拶の声の張りにそれが表れて

いた。 

・ものとなじむことはとても大切であり、子どもたちがいろいろと試しながら自分の好

きな音やその出し方を発見する時間があってもよい。「みんなで合わせること」と「自

分はこうしたい」を同時にやっていくことは矛盾しない。これはこの先の（社会で

の）生活の中でも続いていくことでもある。そのような形にできたら、さらに素晴ら

しい協同性を育むことになると思う。 

第２回 

保育園では、まだまだ養護色が強く
なってしまう。養護と教育のバランス
をよりよく取れるように園内で話し合
っていきたい。       （保育園） 

友達と一緒に一つのものを作り上げ
る過程の中で、協同性が育まれていく
ことが、今日の保育を通してよく分か
った。          （保育園） 

年長児の持っている力というものを
感じさせられた。入学後、甘えてしま
う子どももいるが、年長の頃の気持ち
を継続できるようにしたい。（小学校） 
 

 子どもに学ばせたいものが職員間で
しっかり共通理解されている。それに
よって子どもが日に日に成長している
のだと思った。     （小学校） 

他園の方に保育を見てもらう機会は
ほとんどない。様々な意見をもらい貴
重な経験となった。  （こども園） 
 

自分の保育や子どもとの関わりを見
直す良い機会になった。今後の保育に
役立てていきたい。  （こども園） 

パート毎の話合い 全体練習 

年長全体活動「マーチング～友達と共通の目標を持ち、励まし合いながら～」 
   指導者：坪井悦子・檜山成美・北條舞・星淳子・安好雄一郎 
       髙山知美・矢口泰子・篠崎節子・茂呂澤朱美・平石晶美 
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第３回：保育公開 宇都宮市北雀宮保育園（平成２９年８月３日） 

 

 
○保育の概要 

   北雀宮保育園の５歳児１組のプール遊び、２組の水遊びの保育をそれぞれ公開した。水

着に着替え、水の楽しさ、不思議さを味わった。どちらのクラスも、子ども自身の発見や

試みを見守り、保育者が一緒に楽しみながら共感することに留意した。また、子ども同士

でつくり上げていく遊びを大切にすると同時に、必要な環境を整え、適切なタイミングで

助言や援助を行い、遊びを広げていくようにした。 
 

 

 

 

 

 

 
 
○幼児期の「協同性」について～協議から～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○指導助言（ 宇都宮大学大学院教育学研究科教授  青柳 宏 ） 

・子ども一人一人がたくさんの「試し」をしていた。そこから、それぞれの淡い関心が

結び付いて、こんなことをしたいという流れが生まれていた点が素晴らしい。 
・小学校では教師がテーマを決め、問いかける形で課題を提示し、その中でやりとりを

していく。幼児期は自然な流れの中でコミュニケーションが生まれ、関心を共有して

いくプロセスがとられている。これはコミュニケーションの土台となるものである。

幼稚園や保育所等でも５歳児後半にかけて、保育者の問いかけに対し話し合うことも

出てくることから、この二つの方法は、はっきりと分けられるものではない。小学校

でも授業の中で課題の提示を自然な流れの中で行っていくなど、この二つの方法を統

合・関連させながら子どものコミュニケーション能力を育てていくとよい。 

一人一人の自己発揮が、どんどん大きなつながりになっていく。 

・一人一人の思いが存分に発揮され、遊びが展開し続ける環境を用意す

る。 
・遊びの中での達成感や気付きを、他児とつなげていくような援助が大切

である。 
・個々の遊びが、自然なやりとりの中で発展し、一つのイメージを共有し

たり、一つの方向を決めたりするなど、グループの遊びになっていく。 

協 

同 
性 

【入学後大切にしたいこと】 
・保育者がいなくても子ども同士で解決できることを経験している。小学校の

当番活動や話合い活動でも、そのことを念頭において子どもに関わる。 
・安心して自分を出せる幼児期の集団作りの方法から、小学校が学ぶことは多

くある。一人一人の個性がはっきりと見え、つながりの強い集団を目指す。 
 

第３回 

１組 プール遊び ２組 水遊び 

年長「プール遊び・水遊び～意見を出したり、協力したりしながら～」

指導者：石川陽子・戸崎千絵・薄井元美 
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第４回：授業公開 宇都宮市立五代小学校（平成２９年１１月２７日） 

 

 

○授業の概要 

五代小学校の第１学年３組生活科の授業を公開した。単元「秋の自然物（落ち葉や木
の実など）を使ってゲームを作る」で、自分の作りたいゲーム毎に集まり、グループで
活動を進めてきた。 

本時は、ゲームに対するお客さんの反応を踏まえて、「もっとゲームが楽しくなるよ
うにつくりなおそう」というねらいの下、展開された。各グループで、「話す、試す、直
す」ことが繰り返し行われた。教師は、ゲームの「相手」を児童に意識させ、グループ
での活動には必要以上に介入せず、見守っていた。材料コーナーは、必要な材料を自由
に選び使えるようにしておいた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○参観・協議後の感想 

 【保育園・こども園から】 
 
 
 
 
 
 

【小学校から】 
 
 
 
 
 
 
 
○協議から見えてきたこと 
 【一人一人の世界の深まり～グループ協議から～】 
 ・自分のやりたいことが、目の前にある環境が大切ではな

いか。 
 ・発言が少ない児童でも、自分のやりたいことをやって

いるため意見が言えていた。 
・「自分」を持っていることも大切である。 

 ・一人一人が没頭して物事に取り組み、その場を他児と共
有することが協同につながるのではないか。 

・一人でとことん突き詰める姿が協同性に結び付くとい
うことを「どんぐりごまチーム」が教えてくれた。 

第４回 

小学校の授業を見る機会がないので
楽しみにしていた。こども園と同じよ
うな話合い場面をみて、その成長ぶり
がよく分かった。   （こども園） 
 

授業と保育で形は違うが、活発に意
見を出したり、じっくり活動に取り組
んだり、卒園した子どもたちの生き生
きとしている姿がうれしかった。  

（保育園） 

保育園・こども園からの視点で意見
をもらったことは参考になった。幼児
期の経験を小学校でどう生かしていく
かを考えたい。     （小学校）  

保育園・こども園の保育者の意見か
ら、小学校の低学年でも遊びの体験を
積み重ねていくことの大切さを気付か
された。        （小学校）  

３班に分かれての協議 

自分のやりたいゲーム毎のグループ 
材料コーナー 

第１学年３組 生活科「あきとあそぼう」 
指導者：及川貴也 
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【幼児期から児童期への協同性～グループ協議から～】 

 ・一人が線を引き、一人が材料を切り、一人が貼り付けるといった協力が自然に行われる
姿は、第２回のこども園での子どもの姿、第３回の保育園での子どもの姿が、より磨か
れた形で現れたものに感じた。 

 ・小学校でも児童は、遊びながら話をしている。遊びを充実させることで話合いが深まっ
てくる。そのような活動があることで、フォーマルな言語活動が生きてくる。 

 ・お客さんのために、という相手意識を持たせたことで、「試す」「話す」「考える」がで
きていた。 

 ・この時期に協同性を育むのに、グループの人数を増やしすぎない等、人数の調整をして
いく必要があるのではないか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○指導助言（ 宇都宮大学大学院教育学研究科教授  青柳 宏 ） 

 ・松ぼっくりバスケットのチームでは、意欲的に進める児童がいる一方、活動に入れない

でいる児童がいた。ただ、その児童が、自分なりのタイミングと自分なりの判断でグル

ープの活動に入ろうとした時に、他の児童は自然な流れで迎え入れることができ、グル

ープ全員で協同しての遊びが継続していた。このような関係性を築けていることが素晴

らしい。 
・担任教師が、「グループで楽しくやりなさい」ではなく「（先生は）グループで楽しめる

ようにしたいんだ」という語りかけがよい。子どもたちを受け入れて、「やりたいこと

をやっていいんだよ」という教師の姿勢が、協同を生み出していたと思う。 
 ・一人一人の子どもにとって、協同というものは違っており、それでいい。 
・自分が何をしたいかという思いを大切にすること。自分と対話してその思いを深めてい

くことが、協同の基盤になることを感じた。 
・最後に、青柳教授から質問 

   「さらに小学校における協同を発展させていくためには、幼児期に何に配慮すれば

よいか？ 」 

        Answer： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どんぐりのコマ回しに没頭する児童 

第４回 

ゲームの改善の仕

方は、体験からしか浮

かばない。豊かな遊び

をさらに充実させた

い。 

北雀宮保育園 薄井元美 

生活に必要な道具

など、遊びの環境を充

実させて興味の幅を

広げていきたい。 

認定すずめこども園  

檜山成美 

大人が柔軟な頭で

発想を豊かにして、子

どもの側に立った学

びを提供したい。 

五代小学校  

佐久間まさみ 

「協同」とは、協調や同調ではない。児童の

つながりだけを評価するのではなく、一人一人

の世界の深まりを見ていく視点が大切。 

「自分の考えを話しているか？」 

「場を共有しているか？」 

協同性 
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第５回：交流活動 （平成３０年１月１７日） 
      
 
 

○事前の話合いについて 

 ２園・１校による交流活動は、この時期に毎年行っている。今回のジョイントプロジェク
トを契機に、交流活動が、それぞれの子どもにとってより学びのあるものとなるように、保
育園・こども園・小学校の事前の話合いを充実させることにした。そこで、今まで、それぞ
れに作成していた交流活動の計画を２園・１校共同で作成する以下のような様式に変更し
た。この様式により、交流活動におけるそれぞれの目標を互いに念頭に置き、活動を進める
ことができた。また、一つの活動案にまとめたことから、事前の話合いもより活発化すると
いう成果があった。 
  

 
 

○交流活動をより充実させるために～「協同性」の視点から～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     幼児期の              の要素をもっと交流活動に 

とり入れる。 

第５回 

豊かな遊び 

 ▶大好きな遊びから自然な関わり（教えたい、

知りたい）が生まれる。触れ合いの中で、子

どもは多くのことを学ぶ。 

 

 ▶準備したやりとりだけでなく、自然な会話

（インフォーマル）を大切にする。教職員が

意図しない場面で深まる学びがある。 

      

認定すずめこども園年長・北雀宮保育園年長「小学校に行こう」 
         五代小学校第１・２学年「年長さんを迎える会」 

今回は、子どもたちの思いよりも、教

職員側で活動を決めてしまうことが

多かった。 

今回は、教職員が与えた目的意識、相

手意識の下、子どもたちは、役割をこ

なしていた。 

子ども主体の活動 
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○指導助言（ 宇都宮大学大学院教育学研究科教授  青柳 宏 ） 

 【本日の交流活動について】 
  ・１年３組では、事前に用意したプログラムが終わったあと、余った時間で、「どんな

給食を食べているか」の話題で盛り上がった。その場でぱっと出てきた質問であった

が、子どもたちの思いが重なった場面だった。このような場面は丁寧につないでいき

たい。自然な関わりは素晴らしい。関わりが随所に生まれることが求められる。 
  ・事前に決めておいた台詞が詰まり、沈黙が起きたときに、

周囲の児童が次を促す助け合いが生まれた。すてきな関

係性だと感じた。 
  ・交流活動の本質は、子ども同士が一緒に何かをすること。

遊ぶこと。触れ合うこと。 
  ・保育園、こども園、小学校の教職員が、交流を重ねるごと

に、「今後はこうしてみたい」と率直に言い合える関係に

なれると、さらに活動がよくなっていく。 
 【協同性について】 

・子どもから出てきた疑問を丁寧に扱い、つなげることは、協同性を育むことにつなが

る。 
・協同を自分の研究テーマにしてきた。なぜ協同を強調してきたかというと、日本の教

育は世界的に高く評価され学力は高いが、学びに向かう意欲は低いからである。中・

高・大学生が社会に関わる意欲が低い。 
  ・今回の学習指導要領等の改訂は、大学の入試改革を伴ったことが大きい。主体的に解

決を導く問題が増える。入試が変わると高校教育も探究を重視する方向に変わる。 
  ・小中でも探究のプロセス、学んだ知識を活用する・生かすことを重視するようになる。

教科毎に区切って、知識だけを注入するのではない。教科横断的に何かにぶつかり、

子どもたちが考えて、誰かと、何かと関わっていく。このことは生活科ではかなり以

前からやってきたことだが、これが全ての学年、教科へと拡がっていく。 
・子どもたちの「関わる力」を育てていく。幼小連携はその根っこであり、子どもたち

の学びをより主体的で豊かにしていく。それは、日本の教育改革にまっすぐにつなが

っている。 
  
○ジョイントプロジェクト全５回を振り返って 

 
宇都宮市五代小学校教諭 福田 真理子 

 
 
 
 

認定すずめこども園保育教諭 檜山 成美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 場所は近いが、ここまで深い話合いは、なかなかできずにいた。保育
園、こども園での子どもの様子がよく分かり、よい機会であった。 

 ジョイントプロジェクトでは、毎回新鮮な発見があ
った。そのことを生かして、保育をしていきたい。 

第５回 

 協議をたくさん重ねたことがよかった。こども園、
小学校の教員と今後も話し合える関係ができた。 

楽器を介して関わる子どもたち 

宇都宮市北雀宮保育園保育士 薄井 元美 

それぞれの立場から、子どもを語る 
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Ⅲ さらなる幼小連携の充実に向けて 

 
 今年度の宇都宮市のジョイントプロジェクトは、「協同性」をテーマとしました。「協同性」は、

どの年齢の子どもにおいても多くの教職員が大切にしている視点でしたが、「協同性」の持つイ

メージは人によってそれぞれ微妙に違うことがジョイントプロジェクトを通して分かりました。

その違いは、保育所－こども園間、幼児期－児童期間、そして校種を超えた個人間にも見られま

した。その違いを各回の子どもの姿と照らし合わせて、率直に語り合い、「協同性」というもの

を深く捉え直す作業の積み重ねこそ、今回のプロジェクトの大きな成果であったと思います。 
 幼小接続期の「協同性」についての語り合いを通し、新たに気付いたことを明日からの自分の

保育や授業に反映する実践は、まさしく幼小のカリキュラムを接続するという試みに直結する

ものです。是非、今回築き上げた保育所、こども園、小学校の関係を保ちながら、この実践を積

み重ねていってほしいと願います。 
今回のプロジェクトが、一つのテーマを深く掘り下げることで、日々の保育・授業を改善し、

子どもの学びを最大限に高める幼小の接続のモデルとして、宇都宮市全体にも広がっていくこ

とを期待します。 
 最後に、幼小ジョイントプロジェクトに熱意をもって取り組んでくださった認定すずめこど

も園、宇都宮市北雀宮保育園、宇都宮市立五代小学校の皆様に深く感謝申し上げます。 
  

 
 
 

宇都宮市教育委員会学校教育課 吉田 晋 副主幹･指導主事より 

五代小学校、認定すずめこども園、北雀宮保育園の先生方には５回の幼小

ジョイントプロジェクトではお世話になり、誠にありがとうございました。

今回、ジョイントプロジェクトを実施し、五代小学区では、先生方の連携が

とられ、幼小連携において模範となる地区であることを感じました。 

協議会では、回を重ねるごとに協議が活発になり、小学校、こども園、保

育園の先生方の相互理解が深まってきたと思います。今後さらに、今回のジ

ョイントプロジェクトの内容を、保育・授業に生かしていただけると幸いで

す。 

現在、宇都宮市では、市内の６８小学校区において、それぞれの学校区の

実情に応じて、幼稚園・保育園・こども園と小学校の連携を図る諸活動を行

う幼保小連携事業を推進しているところでありますが、今後、今回の五代小

学区での取組を一つの模範的なモデルとして参考にし、さらに幼小連携の推

進を図っていきたいと思います。 

１年間、大変お世話になりまして、ありがとうございました。 



 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

地域で取り組む「幼小連携事業」の参考にし

てください。 

行政と幼・保・こ・小の教職員が一体となっ

て、栃木県の幼小連携を推進しましょう！ 


